
令和３年６月１５日、１６日、１７日

順番 氏   名 要　　　旨
答 弁 を
求 め る 者

１ ６番 １　地域生活支援拠点等について 市 長

尾 藤 正 弘 　⑴　本市の地域生活支援拠点等の整備手法及び現在 関 係 部 長

　　の整備状況

 ＊一括方式 　⑵　障害者基幹相談支援センターの役割

２　犯罪被害者等への支援について

　⑴　支援に係る考え方

　⑵　支援に係るこれまで及び今後の取組

３　ユニバーサルデザインフォント（ＵＤフォント）

　の活用について

　⑴　現状認識と本市印刷物の活用実績

　⑵　今後の活用に向けた取組

４　香貫山の活用について

　⑴　現状認識

　⑵　今後の取組や活用方法

５　市民が取り組む再生可能エネルギーの活用促進に

　ついて

　⑴　施策の方向性

第９回沼津市議会定例会

一 般 質 問

＊　一般質問は、「一括質問一括答弁方式」、「一問一答方式（一問一答及び複合）」により実施しま
  す。

　・「一括質問一括答弁方式」：通告した全ての質問を１回目に行い、答弁に対する再質問として２回目
　　及び３回目の質問を行う。

　・「一問一答」：通告に沿って１回目から、全て一問一答により質問を行う。

　・「複合」：１回目は一括質問一括答弁方式で行い、２回目以降から一問一答に切り替えて行う。
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２ ２番 １　コミュニティ・スクールのさらなる推進について 市 長

村 木 豊 　⑴　本市の学校運営協議会に対する認識 教 育 長

　　①　令和2年度の学校運営協議会がもたらした子 関 係 部 長

 ＊一括方式 　　　供・教職員・地域への効果とその要因に対する

　　　評価

　　②　令和3年度の実施校が目指す子供・教職員・

　　　地域への効果と達成のための取組

　⑵　本市の地域学校協働本部に対する認識

　　①　地域学校協働本部の役割と学校運営協議会と

　　　の関わり方

　　②　地域学校協働本部の取組に対する評価

　　③　ボランティア団体と地域学校協働本部の関係

　　④　地域学校協働本部が活性化するために必要な

　　　ものと本市の支援策

２　中学校の入学時にそろえる学生服について

　⑴　学生服の目的と必要性についての認識

　⑵　ジェンダーの多様性から見る学生服選択制につ

　　いての考え

３　本市の環境美化政策と市民協働の推進について

　⑴　現在の不法投棄に対する認識

　　①　まちなかでのたばこ等のポイ捨てごみと本市

　　　対策についての認識

　　②　山地・河川・海での不法投棄ごみと本市対策

　　　についての認識

　⑵　不法投棄を減らす取組の現状とごみ箱設置に対

　　する考え

　⑶　不法投棄ごみ削減、環境負荷軽減のため、市民

　　協働をさらに発展させる取組
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３ ８番 １　教育行政における要支援児童生徒への対応策につ 市 長

霞 惠 介 　いて 教 育 長

　⑴　入院療養時の学習支援について 関 係 部 長

 ＊一括方式 　　①　院内学級（病弱・身体虚弱特別支援学級）の

　　　設置医療機関と在籍人数

　　②　対象児童生徒の入級の条件と入級学年の範囲

　⑵　発達障害児支援について

　　①　小中学校における早期発見・早期対応への取

　　　組と幼稚園・保育園との連携及び現状

　　②　増加傾向にある発達障害児への教育施策

２　産後ケア事業を含めた妊産婦へのサポートについ

　て

　⑴　産後ケアを含めた妊産婦へのサポートの充実に

　　ついて

　　①　産後ケア各事業の実施内容と利用状況

　　②　産後ケア利用の個人負担額の軽減措置

３　母子保健事業について

　⑴　新生児聴覚検査について

　　①　本市の検査実施状況と未受診の理由と保護者

　　　への対応

　　②　受診率向上へ向けた取組と受診費用への対策

　⑵　３歳児健康診査について

　　①　３歳児健康診査における視力検査方法の現状

　　②　視力検査ができなかった３歳児への対応

４ 23番 １　新型コロナウイルス感染症拡大に伴う本市の対策 市 長

梶 泰 久 　について 関 係 部 長

　⑴　新型コロナウイルス感染症に関する条例の制定

 ＊一括方式 　⑵　シトラスリボンプロジェクトの啓発

２　自然災害に対する本市の備えについて

　⑴　災害対策基本法等の改正による避難情報に関す

　　る対応

　⑵　避難行動要支援者等のホテル・旅館等への避難

　　に対する補助制度について

　　①　補助の対象範囲

　　②　施設情報の充実

　　③　本制度の周知
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５ 24番 １　新型コロナウイルスワクチン接種事業について 市 長

渡 部 一 二 実 　⑴　ワクチン接種の予約手続について 関 係 部 長

　　①　医療従事者等や65歳以上の高齢者に対する接

 ＊一括方式 　　　種希望者の把握状況と今後の対応策

　　②　コールセンターをナビダイヤル（0570）とし

　　　た背景と改善に関する考え

　　③　混乱が少ない予約手続の確立へ向けた今後の

　　　進め方

　⑵　ワクチン接種の実施状況について

　　①　医療従事者等や65歳以上の高齢者へのワクチ

　　　ン接種状況

　　②　ワクチン接種に伴う事件・事故の発生状況

　　③　ワクチン接種に伴う副反応の発生状況

　　④　廃棄ワクチンを発生させないための合理性の

　　　ある対策の明示

　　⑤　高齢者施設等への入居者及び従業員への対応

　　　策

　⑶　ワクチン接種事業の今後の取組方針について

　　①　高齢者への接種完了を7月末と明言した政府

　　　目標への対応策

　　②　基礎疾患のある64歳以下の市民へのワクチン

　　　接種対応策

　　③　厚生労働省の特例承認を受けた追加ワクチン

　　　への対応策

　　④　県東部の大規模接種センター「ふじさんめっ

　　　せ」等との情報連携

　　⑤　企業や大学等での職域接種に対する本市の役

　　　割と責任

　　⑥　打ち手（歯科医・医学生・薬剤師・理学療法

　　　士・救急救命士等）の確保策

4 



順番 氏   名 要　　　旨
答 弁 を
求 め る 者

６ 11番 １　沼津の宝である愛鷹山麓への認識と農林業の現状 市 長

井 原 三千雄 　について 関 係 部 長

　⑴　愛鷹山麓の資産についての認識

 ＊一括方式 　⑵　愛鷹山麓の森林の現況と林業の状況

　⑶　愛鷹山麓のお茶を中心とした農業の現状

２　産業集積検討区域の土地利用の取組と今後の方向

　性について

　⑴　計画する産業集積検討区域の土地利用について

　　の考え方

　⑵　同地域に予定されている片浜池田線など道路整

　　備への取組

３　愛鷹山麓の都市基盤整備と将来像について

　⑴　多くの重要な都市基盤整備事業が計画されてい

　　る愛鷹山麓及び周辺地域におけるまちづくりの今

　　後の展望

　⑵　第5次沼津市総合計画の終了年度である10年後

　　の愛鷹山麓の将来像

７ 12番 １　ｅスポーツについて 市 長

小 澤 隆 　⑴　ｅスポーツに対する認識について 教 育 長

　⑵　市立中学校及び高等学校における部活動での採 関 係 部 長

 ＊一括方式 　　用に対する考え方について

　⑶　児童生徒のゲームセンター入場への補導に対す

　　る考え方について

　　①　補導する理由の認識

　　②　今後どのように考えていくか

２　ＬＩＮＥを使用した業務について

　⑴　ＬＩＮＥやＬＩＮＥ　Ｐａｙを業務に使用する

　　ことへの問題意識と今後の対応
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８ 25番 １　本市の行政運営の現状と多様化する課題等につい 市 長

渡 邉 博 夫 　て 教 育 長

　⑴　国連が掲げる「持続可能な開発目標」（ＳＤＧ 関 係 部 長

 ＊一括方式 　　ｓ）の推進に向けた取組について

　　①　推進に資する取組

　　　ア　各種計画への反映

　　　イ　地方創生・地域活性化への貢献

　　　ウ　行政内部の推進体制づくり

　　②　今後取り組む課題

　　　ア　市民等との連携

　　　イ　市民への啓発、広報

　　　ウ　ＳＤＧｓ宣言の発出

　　③　2030年のあるべき姿

　⑵　「持続可能な開発のための教育」（ＥＳＤ）の

　　推進について

　　①　新学習指導要領での位置づけを踏まえた教育

　　　委員会のＥＳＤ推進に関する認識

　　②　ＥＳＤの推進に向けた具体的取組

　　③　「持続可能な開発目標」（ＳＤＧｓ）の推進

　　　に向けた連携・啓発

　　④　ユネスコスクール加盟への取組

　⑶　ダイバーシティーの推進について

　　①　ダイバーシティーに対する認識

　　②　これまでの取組

　　③　各種計画に基づく今後の取組

　⑷　「ヤングケアラー」の支援について

　　①　小中学校における「ヤングケアラー」の認識

　　②　実態把握

　　③　支援のための取組

　　④　早期発見の方法

6 



順番 氏   名 要　　　旨
答 弁 を
求 め る 者

９ ５番 １　誰一人取り残さない共生社会の構築について 市 長

小 泉 宣 子 　⑴　障害者福祉の充実 関 係 部 長

　　①　農福連携への取組

 ＊一括方式 　　　ア　農業従事者数の推移と現状への認識

　　　イ　農業と障害者就労とのマッチングへの認識

　　②　合理的配慮の提供への取組

　　　ア　ヘルプマークの普及・周知への認識

　　　イ　窓口における代読・代筆案内表示の設置

　⑵　コロナ禍により影響を受けている女性への支援

　　①　自立相談支援センターにおける相談体制と利

　　　用状況

　　②　生理の貧困対策への取組

　⑶　高齢者福祉の充実

　　①　認知症高齢者に対する施策

　　　ア　見守り体制推進への取組と課題

　　　イ　認知症高齢者等個人賠償責任保険への認識

１０ ３番 １　性的少数者に対する本市の施策について 市 長

平 野 謙 　⑴　性的少数者に対する本市の基本的な認識 教 育 長

　⑵　現状における本市の取組 関 係 部 長

 ＊一括方式 　⑶　パートナーシップ制度導入について

２　在住外国人への支援について

　⑴　在住外国人に対する本市の基本的な認識

　⑵　現状と課題と今後の取組

　　①　外国人への相談対応の状況

　　②　在住外国人支援に向けた課題と今後の取組
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１１ ４番 １　原・浮島地区における観光振興について 市 長

大 場 豪 文 　⑴　原・浮島地区にある観光資源の活用 関 係 部 長

２　令和4年ＮＨＫ大河ドラマを活用した観光振興に

 ＊一括方式 　ついて

　⑴　ＮＨＫ大河ドラマを活用した観光振興について

　⑵　本市の取組について

　　①　これまでの取組

　　②　今後の取組

１２ 16番 １　沼津海浜訓練場（今沢基地）の使用における課題 市 長

岡 田 進 一 　と本市の基本的認識について 関 係 部 長

　⑴　本市上空での、米軍機の飛行

 ＊一括方式 　⑵　令和3年4月6日及び令和3年6月4日の今沢基地の

　　使用状況と、本市の対応

　⑶　訓練による近隣住民や漁業者等への影響

　⑷　訓練の市民への周知と、本市の基本的認識

１３ 28番 １　県東部の広域拠点都市を目指す本市のまちづくり 市 長

川 口 三 男 　における取組の施策と課題について 副 市 長

　⑴　中心市街地における現状の表れに対する認識と

 ＊複合 　　課題を踏まえた今後の取組

　⑵　「ヒト中心の魅力的な空間」の再編によるネッ

　　トワークのまちづくりにおける魅力ある拠点づく

　　りの施策

　⑶　スポーツを活用した「フェンシングのまちづく

　　り」の取組から見えてくる現状の課題や問題点か

　　ら学ぶべきまちづくり

　⑷　目指すまちづくりにおける市民との合意形成を

　　図る市長の政治姿勢
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１４ 18番 １　市立中学校の校則について 市 長

山 下 富 美 子 　⑴　校則の在り方 教 育 長

　⑵　校則の課題 関 係 部 長

 ＊複合 　⑶　校則の見直し

　　①　仕組みづくり

　　②　多様性の尊重

　　③　校則の公開

２　地域防災における女性の参画について

　⑴　災害対応等に関わる女性の現状

　⑵　地域防災計画における女性の参画

　⑶　女性防災リーダーの育成と活用

３　避難行動要支援者名簿の作成と活用について

　⑴　避難行動要支援者名簿作成の現状と課題

　⑵　名簿の保管体制

　⑶　名簿を活用した避難支援

１５ 15番 １　市長の政治姿勢について 市 長

梅 沢 弘 　⑴　本市の空き家対策と移住促進策について 関 係 部 長

　　①　本市への移住者の減少に対する認識

 ＊一問一答 　　②　空き家・移住施策の見直し

　⑵　鉄道高架事業について

　　①　国及び市の財政状況を踏まえた鉄道高架事業

　　　の見直し

　　②　市民の意思を再確認する必要性の認識

　　③　市長提案により住民投票を実施する考え
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